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七
月 

別
名 

文
月
（
ふ
み
づ
き
）
・
建
申
月
（
け
ん

し
ん
げ
つ
）
・
孟
秋
（
も
う
し
ゅ
う
） 

『
七
月
の
花
』 

合
歓
（
ね
む
）
、
百
日
紅
（
さ
る
す
べ
り
） 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

             

                      
 
 
 

栗 

 
 

 

  

               
 

    

令和 3年 7月（216）

（207）

（（（No2011

）  

 
医院だより  

目
次 

１  

七
月
の
花
、
祝
日
の
移
動 

 
   

 

２ 

七
月
の
言
葉
、
七
月
の
暦
、
お
知
ら
せ
、 

 
     

３ 

発
熱
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 

 
 
 
 

 
 

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
、
日
野
原
先
生
語
録
、
詩 

４ 

け
ん
こ
う
（
１
４
０
）   

８ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
１
８
６
） 
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 『七
月
の
言
葉
』 

 

神
と
共
に
あ
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に

平
和
が
あ
り
、
活
動
が
あ
り
、
正
義
が
あ
り
、
仁
愛
が

あ
り
、
思
想
が
あ
り
、
感
情
が
あ
る
。
円
満
と
完
全
と

は
神
に
あ
っ
て
存
す
る
。
私
に
は
キ
リ
ス
ト
に
顕
れ
た
神

が
あ
る
か
ら
、
私
は
私
の
希
望
を
満
た
そ
う
と
望
ん
で

天
然
を
必
要
と
し
な
い
。
ま
た
人
類
の
社
会
を
必
要
と

し
な
い
。
私
は
わ
が
神
と
共
に
あ
っ
て
、
絶
対
的
に
に
満

足
の
人
で
あ
る
。 

内
村
鑑
三
著
「
一
日
一
生
」七
月
二
十
日 

 

『
七
月
の
暦
』 

 
 

 

一 
 

日 

富
士
山
山
開 

 
 

二 

日 

半
夏
生 

 
 

四 

日 

米
国
独
立
記
念
日 

 
 

五 

日 

栄
西
禅
師
忌 

 
 

七 

日 

小
暑
、
七
夕 

 
 

十
五
日 

秋
山
医
院
開
院
１
９
周
年 

 
 

十
九
日 

（
海
の
日
）➡

二
十
二
日 

 

 

二
十
二
日 

海
の
日
、
大
暑 

二
十
三
日  

東
京2

0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式 

 
 
  

 
 

 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

  

お
知
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○ 

禁
煙
外
来 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ
ラ
（、
現  

在
は
休
止
）  

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

四
月
以
降
も
継
続
中 

（
五
、
発
熱
外
来
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

三
、
当
番
医
・八
月
二
十
九
日
（日
）九
時
か
ら
十
八
時
ま
で 

四
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
災
禍
の
た
め
、
発
熱
外
来
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
主
に
し
て
、
藤
岡
で
の
蔓
延
を
抑
え
終

息
に
導
け
る
よ
う
、
他
の
医
療
機
関
と
と
も
に
務
め
る

必
要
が
あ
り
、
外
来
予
約
制
は
一
時
休
止
い
た
し
ま

す
。
体
調
が
極
め
て
優
れ
な
い
方
は
直
接
窓
口
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

五
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
分

け
て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た

め
以
下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。  

 

 
 

 

・ 

発
熱
外
来
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。 

 
 
 

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い
た

だ
き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

原
則
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。 

             

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木、土 8：30-11：00 なし 
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 か
か
り
つ
け
で
は
な
い
方
は
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡 

し
て
く
だ
さ
い
。 

    

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

         
 
 
 
 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

   

命
の
た
め
に
全
力
投
球
を 

 

日
野
原
重
明 

  

多
く
の
人
々
は
自
分
の
財
産
や
名
声
や
地
位
を
得
る
た

め
に
全
力
投
球
を
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
財
産
や
お
金

よ
り
も
大
切
な
、
自
分
の
い
の
ち
の
た
め
に
全
力
投
球
し
て

い
る
人
は
少
な
い
。
な
ぜ
そ
の
大
切
な
命
の
た
め
に
、
時
間

と
財
産
を
提
供
し
な
い
の
か
、
そ
う
し
て
安
全
に
確
保
さ

れ
た
命
を
思
い
切
り
有
効
に
使
お
う
と
し
な
い
の
か
。
自
分

の
い
の
ち
を
自
分
で
格
調
高
く
保
つ
た
め
の
勉
強
を
、
め
い

め
い
が
も
っ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

 
 
 

 
 

 
 
 

日
野
原
重
明
著
「い
の
ち
の
言
葉
」 

 
 

 
 
 

倚
（よ
）り
か
か
ら
ず 

 
 
 
 
 
 

茨
木
の
り
子 

 
 

 

も
は
や 

で
き
あ
い
の
思
想
に
は
よ
り
か
か
り
た
く
な
い 

も
は
や 

出
来
合
い
の
宗
教
に
は
倚
り
か
か
り
た
く
な
い 

も
は
や 

で
き
あ
い
の
学
問
に
は
倚
り
か
か
り
た
く
な
い 

も
は
や 

い
か
な
る
権
威
に
も
倚
り
か
か
り
た
く
は
な
い 

な
が
く
生
き
て 

心
底
学
ん
だ
の
は
そ
れ
ぐ
ら
い 

じ
ぶ
ん
の
耳
目 

じ
ぶ
ん
の
二
本
足
の
み
で
立
っ
て
い
る 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6113，6114 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

月 歯並びが気になる 

火 セックスでうつる病気 

水 夏に悪化する皮膚病 

木 どうしてむし歯になるの？ 

金 糖尿病とうまく付きあう人生 

土日 痛みの少ない歯科治療 

http://www.raijin.com/kenko/
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な
に
か
不
都
合
の
こ
と
や
あ
る 

倚
り
か
か
る
と
す
れ
ば 

そ
れ
は
椅
子
の
背
も
た
れ
だ
け 

花
神
社 

茨
木
の
り
子
詩
集
「
倚
り
か
か
ら
ず
」 

   
 
 

 

  

け
ん
こ
う 

（百
四
十
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（１
１
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
も
う
１
年
半
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界

中
で
も
身
の
回
り
で
も
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
年
に
入
り
、
１
年
以
上
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
当
初

の
ウ
イ
ル
ス
と
比
べ
て
、
感
染
力
や
病
原
性
が
増
加

し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
株
が
複
数
、
誕
生
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
型
変
異
（B.1

.1
.7

）
、
南
ア
フ

リ
カ
型
変
異
（B.1

.3
5

1
)

、
ブ
ラ
ジ
ル
型
変
異

（P1
)

、
そ
し
て
イ
ン
ド
型
変
異
（B.1

.6
1
7

)

デ
ル
タ

株
が
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
感
染
者
、
死
亡
者
数
の
急

増
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
２
月
か
ら
日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
め
ら
れ
、
接
種
率
は
ま
だ
低
い
（
６
５
歳
以
上

で
７
４
％
（
１
回
接
種
）
４
３
．
２
％
（
２
回
接
種
）
） 

総
人
口
で
、
２
８
．
４
％
（
１
回
接
種
）
、
１
６
．
８
％

（
２
回
接
種
）
）
。
人
口
の
６—

７
割
が
免
疫
を
獲
得

す
れ
ば
集
団
免
疫
が
達
成
で
き
る
と
い
う
説
も
あ

る
な
か
で
、
接
種
が
世
界
中
で
人
道
上
の
観
点
か
ら

ス
ム
ー
ズ
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。 

 
 

 
 

１ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（７
月
９
日
現
在
） 

１
か
月
前
か
ら
の
変
動
も
併
せ
て
示
す
。 

世
界  

１
億
７
５
２
８
万
６
３
２
２
人    

 
 

 
 
 

 
 

（
３
７
８
万
５
３
４
２
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 

１
億
８
４
８
２
万
０
１
３
２
人 

（
４
０
０
万
２
２
０
９
人
） 

米
国 

 
 
 
 

３
３
４
４
万
９
２
０
０
人 

（５
９
万
９
４
７
２
人
） 

↡ 

３
３
７
７
万
０
４
５
９
人 

（６
０
万
６
２
１
８
人
） 

イ
ン
ド   

 
 

２
９
３
５
万
９
１
５
５
人 

（３
６
万
７
０
８
１
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

 

３
０
７
０
万
９
５
５
７
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
０
万
５
０
２
８
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル    

１
７
２
９
万
６
１
１
８
人 

（４
８
万
４
２
３
５
人
） 

 
 
 
 
 
↡ 



5 

 

１
８
９
０
万
９
０
３
７
人 

（
５
２
万
８
５
４
０
人
） 

日 
本   

 
 

 

７
７
万
３
８
２
１
人 

(

１
万
０
４
８
７
人
） 

⇞ 

８
１
万
４
４
７
０
人 

（
１
万
４
９
２
０
人
） 

東
京
都 

 

１
６
万
６
０
６
５
人(
２
１
５
０
人
） 

 
     

⇓ 
 

１
７
万
９
２
５
２
人
（
２
２
４
６
人
） 

大
阪
府 

 

１
０
万
１
６
７
８
人
（２
５
２
４
人
） 

⇓ 

 
 
 
 

１
０
万
４
３
３
９
人
（２
６
９
０
人
） 

埼
玉
県 

 
 

４
万
４
９
７
２
人
（８
１
５
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 

４
万
７
４
６
５
人
（
８
３
５
人
） 

群
馬
県 

 
 

７
９
７
６
人 

（１
４
８
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 

 

８
０
６
６
人
（
１
５
４
人
） 

    

前
橋
市   

１
２
９
０
人  

（２
１
人
）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

            

１
２
９
９
人
（
２
５
人
） 

高
崎
市 

 
 

１
２
１
２
人
（１
０
人
） 

                         ⇓ 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
２
２
０
人
（
１
０
人
） 

藤
岡
市 

 
     

２
２
０
人
（０
）  

 ⇓ 

               

２
２
３
人
（０
）     

伊
勢
崎
市 
 

１
５
０
５
人
（１
７
人
） 

 
 
 
 
 
    

     
⇓ 

 
 

１
５
１
３
人
（１
７
人
） 

２
．
個
人
で
や
れ
る
予
防 

個
人
が
や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
の
問

題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と 

Ｂ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

対
象 

 

か
か
り
つ
け
の
患
者
様
が
原
則
で
す 

接
種
順
番 
市
か
ら
の
広
報
通
り 

≪

お
問
い
合
わ
せ
先
》 

Ａ  

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ
ナ 

 

 
 
 

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
２
７
４―

２
２ 

―
 

１
２
１
１(
代
表) 

 

 

Ｂ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー             

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

 

 

個
別
接
種
は
以
下
の
順
番
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
自
分
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
集
団
接
種
の
利
用

も
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。 
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３
．
早
期
治
療
に
関
し
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
か
調
べ
て

ほ
し
い 

① 

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
医
等
の
身
近
な
医
療
機
関
に
直
接
、
電
話
相
談

し
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

② 

診
察
を
し
た
医
師
に
よ
っ
て
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

③ 

ま
た
、
相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う
場
合
に
は
、

「受
診
・相
談
セ
ン
タ
ー
」に
電
話
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 

（本
誌
、
２
ペ
ー
ジ
の
「お
知
ら
せ
」の
五
を
参
照
） 

 ４
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状 

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た 

   

胃
癌
検
診
な
ど
で
内
視
鏡
検
査
中
の 

   

感
染
防
止
対
策 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら 

    

な
い
た
め
の
対
策 

 

  

対   象 予約受付開始日 

1. 医療従事者 開始中 

2. 高齢者施設の入所者・従事者 開始中 

3. 一般の６５歳以上の人（個別に通知が行きます） 

 （１）８５歳以上 開始中 

 （２）８０歳以上 開始中 

 （３）７５歳以上 開始中 

 （４）７０歳以上 6/１５から＾ 

 （５）６５歳以上 ６/２２から 

4. 基礎疾患のある人（１６—６４歳） 7/6から 

5. ５０—６４歳（以下基礎疾患なし） ７/１３から 

6. ３５—４９歳 ７/２０から 

7. １６－３４歳 ７/２７から 

８． １２—１６歳 詳細後日 
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例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 
診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

   

つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 

   

察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

夏
期
テ
ン
ト
の
用
意 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、 

 
 

指
示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く 

 

だ
さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関 

 

扉
の
左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン 

 

を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下 

 

さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

    

５
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て 

 
 

（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

１

週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠
感)

、

の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障
害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 
発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
２
ペ
ー
ジ
、
五
参
照)

 

６
． 

医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は
院

外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状
の

あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に
あ
る

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
ほ

か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く
し
ゃ
み

を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ

チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
こ
と
）

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



8 

 院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
八
十
六
） 

 

ズ
ボ
ン 

 ◇
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
脚
を
細
く
見
せ
た
が

る
風
潮
の
中
で
、
カ
ー
ゴ
パ
ン
ツ
、
サ
ル
エ
ル

パ
ン
ツ
と
か
、
私
は
全
く
知
ら
な
い
、
ポ
ケ
ッ

ト
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
た
だ
ぶ
だ
ぶ
の
ズ
ボ
ン

を
は
い
て
や
っ
て
く
る
男
性
が
い
た
。 

◆
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
、
椅
子
に
斜
（
は

す
）に
座
っ
て
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い
る
。
「う

ん
」で
も
な
い
「す
ん
」
で
も
な
い
、
老
人
で

も
な
い
、
若
者
で
も
な
い
、
酒
は
飲
む
、
た

ば
こ
は
吸
う
、
で
禁
煙
、
禁
酒
を
勧
め
て

も
、
に
や
り
、
と
い
な
さ
れ
て
し
ま
う
。
自
分

か
ら
話
し
か
け
て
く
る
こ
と
は
全
く
な
い
、

こ
ち
ら
か
ら
問
い
か
け
る
と
、
上
目
遣
い

で
、
顎
で
返
事
を
す
る
。
興
味
津
々
。 

◇
あ
る
と
き
、
採
血
を
し
て
、
次
の
来
院
時
に

検
査
の
説
明
を
し
た
。
２
桁
の
肝
機
能
が
３

桁
と
随
分
や
ら
れ
て
い
る
。
１
か
月
間
、
禁

煙
禁
酒
で
次
回
採
血
し
よ
う
と
い
う
と
、
目

を
合
わ
せ
て
頷
い
た
。 

◆
次
に
受
診
し
た
時
、
１
か
月
だ
か
ら
こ
ち
ら

も
つ
い
気
後
れ
し
て
、
次
回
採
血
し
ま
し
ょ

う
と
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
目
を
剥
い
て
抗
議 

  

し
て
き
た
。 

◇
「今
度
検
査
を
す
る
と
い
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」 

 
 

採
血
を
次
回
へ
先
延
ば
し
に
す
る
と
ホ
ッ 

 
 

と
す
る
患
者
さ
ん
の
顔
を
見
る
こ
と
は
あ 

 
 

っ
て
も
、
ど
う
し
て
今
日
採
ら
な
い
の
か
と 

   

言
わ
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。 

 

「せ
っ
か
く
、
酒
と
た
ば
こ
を
や
め
て
来
た
の 

 

 
 

に
ー
」 

 

と
言
わ
れ
て
こ
ち
ら
も
思
い
出
し
た
。 

 
 

「あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
、
申
し
訳
な
い
、
そ
う
い

う
約
束
で
し
た
ね
。
今
日
採
血
し
ま
し
ょ

う
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

◆
そ
の
患
者
さ
ん
が
次
の
受
診
の
と
き
、
全
く

正
常
化
し
た
検
査
結
果
を
説
明
す
る
と
、
い

ま
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
い
い
笑
顔

を
し
て
く
れ
た
。 

◇
さ
ら
に
そ
の
次
の
受
診
で
の
こ
と
。
今
度
は 

 
 

私
の
ほ
う
が
「え
え
っ
！
」
と
驚
い
た
。 

 
  

「酒
も
た
ば
こ
も
そ
の
後
は
や
っ
て
い
な
い
」 

と
話
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
医
者
冥
利 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


